
嬉野医療センター公的医療機関等２０２５プランの変更について

当院の役割として高度急性期と急性期を担っていくと考えていますが、南部医療圏には終末期のがん患者の

受け皿となる緩和ケア病棟がなく、他医療圏の緩和ケア病棟でも２～３ヶ月の空室待ちの状況であり当地域に

緩和ケア病棟は早急に必要と考えます。

当院は現在、新病院を建設中であり４６床の急性期病棟の設計を変更し、個室化した２１室と緩和ケア病棟と

しての設備を備えた病棟として整備することが可能です。

急性期の病床は４６床減少しますが当院の今年度の１日平均入院患者数は３４５人であり、他医療機関との

緊密な連携により対応可能と考えます。

嬉野医療センターの４機能毎の病床機能のあり方について

2025プラン病床数 今回変更する病床数

高度急性期 70 70

急性期 354 308

回復期 0 0

慢性期 0 21

(合計) 424 399

資料６－１
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【国立病院機構嬉野医療センターの基本情報】 

 

医療機関名：独立行政法人国立病院機構嬉野医療センター 

 

開設主体： 国立病院機構 

 

所在地：  佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿丙2436番地 

 

 

許可病床数：４２４床 

（病床の種別）一般病床    ４２０床 

感染症病床     ４床 

（病床機能別）高度急性期病床  ５４床 

         急性期病床 ３７０床 

 

稼働病床数：４２４床 

（病床の種別）一般病床    ４２０床 

感染症病床     ４床 

（病床機能別）高度急性期病床  ５４床 

         急性期病床 ３７０床 

 

診療科目：内科、神経内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、リウマチ科、     

糖尿病・内分泌内科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、 

     皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科、救急科、 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、病理診断科 

     ＊総合診療科（標榜なし） 

   

職員数：常勤職員５８７名 非常勤職員１５９名 （H29年8月1日現在） 

 ・ 医師   （常勤職員 ７８名 非常勤職員 ９名） 

 ・ 看護職員 （常勤職員３８２名 非常勤職員２１名） 

 ・ 専門職  （常勤職員１０４名 非常勤職員３５名） 

  ・ 事務職員 （常勤職員 ２３名 非常勤職員９４名） 

  

 

 

 



 

3 
 

 

 

【１． 現状と課題】 

① 構想区域の現状 

（以下の資料は佐賀県地域医療構想調整会議、南部構想区域分化会資料より引用） 

（１） 当院が位置する医療構想区域  佐賀県地域医療構想南部構想区域 

（武雄市,鹿島市,嬉野市,大町町,江北町,白石町,太良町） 

（２） 南部構想区域の人口推移 

平成22年に於ける南部区域の総人口は16万2千人、うち15-64歳の人口が9万5千人（

58.7％）、65歳以上が4万4千人（27.3％）、75歳以上が2万5千人（15.7％）である。

平成37年（2025年）の同区域の総人口は14万1千人で、うち15－64歳の人口は7万5千

人（53％）、65歳以上が5万人（35.4％）、75歳以上が2万8千人（20.2％）と推計され

ています。少子高齢化が益々顕著になっていきますが、高齢者自体の人口も65歳以

上は、平成37年をピークに減少傾向となり、75歳以上の人口も平成47年をピークに

減少していくと予想されています。 

また、世帯形態としては、65歳以上あるいは75歳以上の単独世帯数が今後増加する

ことが見込まれています。従って、高齢者の「住まい」を取り巻く環境の変化も前

提にして、今後の在宅医療等の推進、地域包括ケアシステムの構築の中での当院の

役割を認識して計画する必要があります。 

（３） 南部構想区域における医療需要の推移 

南部構想区域における厚生労働省「地域医療構想策定支援ツール」を活用して見込

まれた佐賀県全体の入院患者と在宅医療等の患者総数は、2013年から15.8％増加し

21,343人と見込まれています。一方、2025年度の必要病床数は在宅医療等で対応で

きる入院病床の増加を見込んで9,078床とされています。 

（４） 地域構想区域における病床数・病床機能 

佐賀県地域医療構想における4つの病床機能分類別の推計2025年度必要病床数は、 

高度急性期697床、急性期2638床、回復期3099床、慢性期2644床とされています。 

一方、2014年度の佐賀県全体の病床機能報告では高度急性期674床、急性期5752床、

回復期1213床、慢性期4731床となっており、見込みの必要病床数との比較では急性

期が約3000床、慢性期が約2000床多く、回復期が約1400床少ない状況でした。 

同様に、南部構想区域の推計2025年度必要病床数は、高度急性期161床、急性期635

床、回復期684床、慢性期521床とされていますが、2014年度の南部構想区域病床機

能報告では、高度急性期466床、急性期1135床、回復期207床、慢性期977床となって

おり、高度急性期が305床、急性期が500床、慢性期が456床多くなっており、回復期

が477床少ない状況でした。また、昨年度（2016年度）の南部構想区域病床機能報告

では、高度急性期70床、急性期1407床、回復期311床、慢性期1015床で急性期が907
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床、慢性期が565床多いのに対して、回復期は373床少ない状況でした。 

② 構想区域の現状と課題 

佐賀県南部構想区域は今後も少子高齢化が進んでいくことが確実です。人口減少も

確実に進行し、若い人達の都会への移動にも拍車がかかる傾向にあります。医療に

ついては、厚労省が推算した必要病床数の論理的な根拠があまり明確には示されて

いません。従って、その数自体が一人歩きするのはあまり好ましくない様に思いま

す。しかし、社会保障費における医療・介護の負担額は今後益々増えていくことが

見込まれている現状において、効率的な病床数を想定した必要病床数モデルの提示

は一つの方策であろうと思います。しかしその一方で、2025年度の入院と在宅医療

の患者総数は2013年度より15.8％の増加が見込まれるとしています。 

推算された必要病床数に従うと、2025年度までに佐賀県全体で約3300床が必要なく

なることになります。急性期の病床あるいは慢性期の病床の中から、一部回復期の

病床への転換や介護施設への転換があったとしても、あるいは、在宅医療に力を入

れたとしても、佐賀県内で約3300床もの病床数を必要ないものと判断していくには

非常な困難が予想されます。 

佐賀県南部医療圏では少子高齢化が進み一世帯あたりの家族数も減少し、高齢老夫

婦世帯、あるいは、高齢者単独世帯の比率もかなり高くなってきています。つまり

、高齢者の医療や介護を行うのに十分な家族数を有する世帯はかなり少ない現状で

す。この傾向は今後益々増えていきます。従って在宅医療や在宅介護によって現在

の慢性期入院医療の病床を補っていくのはかなり困難が発生すると思われます。そ

こで、介護医療院への移行を進めているのだと思われますが、慢性期入院患者が介

護施設等への入所によって病床数を減らそうということであれば、ただ単に慢性期

医療病床から介護病床に場所を移動しただけのように思えます。これらは、国の社

会保障全体の問題として捉えなければならない喫緊の課題であることは間違いあり

ません。そうなると、本当に「目安」とされた2025年度の必要病床数を日本全国ど

の医療圏においても同じ様に必要病床数を堅持すべきなのか疑問が残ります。地域

医療構想の本来の目的は、当該地域における住民、患者さんの医療や介護、生活が

効率よく地域が一体となって、満足できる保障を与える為のものであると思います

。 

さて、地域の活性化には、農業、水産業などの一次産業を引き継ぐ若者の増加や企

業の進出や観光産業の発展等が期待される所です。九州新幹線長崎ルートの開通も

この地域の繁栄、発展へ繋がることを期待したい所です。しかし、地域の活性化の

為には人がその地域に集まる必要が有り、地域に人が集まるためには安心して住め

る医療体制の充実が必須です。南部地域の医療構想も含めて、地域住民に安心して

住める環境の構築、医療提供体制の充実は私共が果たすべき最重要課題であるとい

っても過言ではありません。 
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自施設の現状 

● 当院の現状 

【当院の診療機能】 

佐賀県南部医療圏における中核的な総合病院であり、南部医療構想区域においても同様

であり、佐賀県医療計画における５疾患５事業においても、がん診療、脳卒中、心筋梗

塞、糖尿病、救急医療、災害医療、小児救急、周産期医療等において佐賀県の医療に重

要な役割を担っている。 

主な機能 

・第二種感染症指定医療機関（平成13年1月） 

・臨床研修病院（基幹型、協力型）（平成15年10月） 

・DPC対象病院（平成18年5月） 

・地域医療支援病院（平成18年10月） 

・がん診療連携拠点病院（平成19年1月） 

・BFH認定施設（平成22年4月） 

・地域救命救急センター（平成22年4月） 

・電子カルテ導入（平成22年6月） 

・ヘリポート完成（平成23年11月） 

・地域災害拠点病院（平成25年4月） 

・病院機能評価Ver3.1認定（平成28年3月） 
専門医（認定医）教育病院等学会の指定状況 
日本内科学会認定制度教育関連病院   日本IVR学会専門医修練認定施設 
日本リウマチ学会教育施設   日本病理学会研修登録施設 
日本呼吸器内視鏡学会認定施設   日本小児科学会小児科専門医研修施設 
日本呼吸器学会認定施設   日本乳癌学会認定医・専門医制度関連施設 
日本消化器病学会認定施設   日本感染症学会連携研修施設 
日本循環器学会認定循環器専門医研修施設  日本緩和医療学会認定研修施設 
日本外科学会外科専門医制度修練施設  日本神経学会専門医制度教育関連施設 
日本呼吸器外科学会専門医制度関連施設  日本救急医学会救急科専門医指定施設 
日本整形外科学会専門医研修施設   日本大腸肛門病学会認定関連施設 
日本脳神経外科学会専門医研修プログラム研修施設 日本ペインクリニック学会専門医指定研修施設 
日本泌尿器科学会専門医基幹教育施設  日本高血圧学会専門医認定施設 
日本透析医学会専門医研修プログラム研修施設  日本消化器外科学会専門医修練施設 
日本眼科学会専門医制度研修施設   日本産婦人科学会専門医制度専攻医指導施設 
日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設   日本心血管インターベンション治療学会研修施設 
日本医学放射線学会 放射線科専門医修練基幹  日本肝臓学会認定関連施設 
日本麻酔科学会麻酔科認定病院   日本消化器病学会胃腸科指導施設 
日本臨床細胞学会認定施設   日本臨床細胞学会教育研修施設 
日本消化器内視鏡学会指導施設   日本糖尿病学会教育関連施設 
日本脳卒中学会認定研修教育施設   日本アレルギー学会教育研修施設 
三学会好生心臓血管外科専門医認定基幹施設  日本腎臓学会研修施設 
日本がん治療認定医機構認定研修施設  日本胆道学会指導施設 
 

１）5疾患5事業等 佐賀県医療計画への貢献 

（第6次佐賀県保険医療計画を参考にしています） 

ア、 がんの医療体制：がん診療連携拠点病院としての役割―――標準的な医療に 
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沿ってそれぞれの診療科における専門的医療。3D-CRT,IMRTなどが可能な高精度リニア

ックによる放射線治療。手術、放射線治療、薬物療法も含め、がんリハビリテーション

、緩和ケアチーム（精神科医、がん緩和専門看護師、疼痛緩和認定看護師等を含む）、

看護師、薬剤師、栄養士等様々な職種が参加した集学的治療を行います。がん相談支援

センターによる個々の患者さんの医療費や生活支援、主治医との連携した就労支援。患

者を中心に交流を広める患者サロンの開催。がん登録室による精度が高く、漏れの少な

いがん患者情報の登録、追跡、報告。これら全てをがん対策室にて包括的に検討し、職

員のがん診療教育、講演等を計画、実施していきます。地域の他の病院、診療所と連携

し、がん連携パスの有効な利用、広報も重要な役割だと考えています。 

イ、 脳卒中：超急性期医療を行える中核病院として急性期脳卒中に対応可能な救命救急セ 

ンターを有し、急性期血栓溶解療法に対応し、脳神経外科、神経内科が共同で急性期脳

血管障害全般に対応できる体制をとっています。急性期リハビリテーションの実施と

地域連携による近隣医療機関での回復期リハビリから在宅介護サービスに繋がりを支

援しています。 

ウ、急性期心筋梗塞：超急性期医療機能を有する病院として、循環器内科による冠動脈 

インターベンション、心臓血管外科による緊急あるいは待機的あるいは冠動脈バイパ

ス手術、心破裂等の心筋梗塞による合併症への緊急手術等の専門治療を行います。CCU

に於ける超急性期心血管疾患の管理、IABP、PCPSなどの循環補助装置を使った冠動脈イ

ンターベンション後、あるいは冠動脈バイパス手術後の周術期管理を行います。また、

心大血管急性期リハビリテーションの早期施行によりQOLの改善に繋げています。 

エ、救急医療：地域救命救急センターとして、佐賀県南西部地域の救命救急を担う病院とし 

ての役割を担っています。佐賀県の各二次医療圏では、中部医療圏には高度救命救急セ

ンターとしての佐賀大学、救命救急センターの県医療センター好生館が、北部医療圏に

は地域救命救急センター唐津赤十字病院が、そして南部医療圏には当嬉野医療センタ

ーが地域救命救急センターとして存在します。佐賀県西部医療圏、東部医療圏は必要と

あれば近隣の救命救急センターへの搬送を行うことになりますが、当嬉野医療センタ

ーは西部医療圏における必要な救命救急医療にも貢献しています。また、当院の診療圏

として長崎県東彼杵郡の一部の救急医療においても上記の役割を担っています。 

オ、 災害医療：地域災害医療拠点病院として、災害時のDMATチームの現地派遣ならびに現

地の医療ニーズに沿った医療チームの現地派遣を行ってきた実績があります。また、

今後起こりうる災害に備えて毎年、当地区での災害発生を想定した災害訓練を地域の

消防隊あるいは地域の連携病院と共に実施しています。平成31年に竣工予定の新病院

では免震構造を有しており、1階ロビーあるいは立体駐車場への被災者の受け入れを想

定し、地域災害拠点病院としての災害時のＢＣＰを策定予定しています。 

カ、 周産期医療：佐賀県内の総合周産期医療センターとしてNHO佐賀病院がありますが、当

院は佐賀県西部医療圏、南部医療圏での地域周産期医療センターとしての役割を担っ
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ています。特に佐賀県南西部地域の産科、周産期医療において、緊急帝王切開を始め

とする医療介入の必要な妊産婦にとってその後の新生児管理も含めて欠くことのでき

ない存在であると考えています。 

キ、 小児救急：小児医療は24時間体制の診療が必要です。この24時間体制の診療が行える

佐賀県内の医療機関は限られてきます。当嬉野医療センターにおける小児救急の守備

範囲は佐賀県南部医療圏、西部医療圏、波佐見、彼杵、川棚などの長崎県の一部まで

と幅広く、地域の小児救急医療の拠点ともいえます。今後は当院の役割として小児疾

患におけるレスパイト受入の可否を小児救急とのバランスの中で検討、考慮していき

ます。 

ク、糖尿病その他の専門診療：佐賀大学を中心に行っている糖尿病診療における糖尿病コ 

ーディネーター事業、肝疾患については肝疾患コーディネーター事業、がん連携パス支

援等の地域医療機関や看護師同士の看・看連携等を強化して継続致します。 

ケ、その他、佐賀県南部地域に必要な診療科として地域をリードして存在する診療科 

消化器内科、整形外科、外科（将来的には消化器外科、呼吸器外科、乳腺外科）、 

呼吸器科、総合診療科、リウマチ膠原病科、腎臓内科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、眼科、

皮膚科（現在休診）に加え、上記診療科においても地域の医療における入院病床のかな

りの比率を占めています。平成31年度の新病院においては血液内科、形成外科、歯科口

腔外科を新設する予定で、可能であれば精神科医師の常勤化（緩和ケア、精神診療合併

救急疾患治療等）も視野に入れています。 

【当院の診療実績】 

  平成28年度 

  ・1日平均外来患者数   525.2人    医業収支率103.9％ 経常収支率 103.8％ 

  ・新患数       17，634人    人件費率 50.4％ 

  ・新患率         13.8％    （人件費率＋委託比率 53.9％） 

  ・紹介患者数      8，122人 

  ・救急患者数     12，738人 

  ・救急車搬送患者数   2，301人 

  ・新入院数       9，342人 

  ・延入院患者数    133，806人 

  ・1日平均入院患者数   366.6人 

  ・平均在院日数      14.3日 

  ・病床利用率       86.5％ 

  ・手術件数       3，400件 

 

佐賀県DPC対象病院における平成27年度 退院患者数（月平均） 

（病院情報局より） 
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県医療センター好生館 970.5人 

佐賀大学病院     869.5人 

嬉野医療センター   728.0人 

 

入院患者年齢階級別患者分布 

 

嬉野医療センター 

ア MDC別65歳以上の患者構成比（国立病院機構診療分析レポート2016より） 

 嬉野医療センター 全体（同規模病院） 

 患者数 構成比 構成比 

01 神経系 343 60.2% 61.7% 

02 眼科系 553 89.3% 86.8% 

03 耳鼻咽喉科系 84 26.3% 37.1% 

04 呼吸器系 695 54.3% 59.9% 

05 循環器系 1033 77.4% 77.1% 

06 消化器系 1235 67.2% 67.2% 

07 筋骨格系 162 63.8% 59.9% 

08 皮膚、皮下組織 24 28.9% 22.7% 

09 乳房 58 37.4% 33.4% 

10 内分泌・栄養、代謝 74 47.1% 49.2% 

11 腎・泌尿器系、男性生殖器系 445 68.5% 70.4% 

12女性生殖器系,産褥期,異常妊娠分娩 84 20.9% 18.7% 

13 血液・造血器・免疫臓器 64 68.1% 65.2% 

14 新生児、先天性奇形 3 2.5% 1.0% 

15 小児 23 11.6% 13.5% 

16 外傷・熱傷・中毒 473 66.7% 58.3% 

17 精神 2 22.2% 27.7% 

18 その他 89 63.6% 56.4% 

不明 0  63.6% 

全体 5444 61.0% 57.3% 

診療圏内の患者シェア率、MDC分類別(平成27年度) 

（国立病院機構診療分析レポート2016より） 
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イ MDC別 診療圏でみた患者数およびシェアの分析 

（手術有り） 

 MDC 01 MDC 02  MDC 03 MDC 04 MDC 05  MDC 06 MDC 07 MDC 08 MDC 09 

近距離病院総患者数 320 653 245 171 680 3053 1072 106 86 

嬉野医療C退院患者数 78 613 95 93 550 1065 146 10 50 

シェア 24.4 % 93.9 % 38.8 % 54.4 % 80.9 % 34.9 % 13.6 % 9.4 % 58.1 %  

 MDC 10 MDC 11  MDC 12 MDC 13 MDC 14  MDC 15 MDC 16 MDC 17  MDC 18 

近距離病院総患者数 20 291 480 23 13 0 2098 0 129 

嬉野医療C退院患者数 20 262 215 23 13 0 499 0 74 

シェア 100.0 % 90.0 % 44.8 % 100.0 % 100.0 % - 23.8 % - 57.4 % 

（手術なし） 

 MDC 01 MDC 02  MDC 03 MDC 04 MDC 05  MDC 06 MDC 07 MDC 08 MDC 09 

近距離病院総患者数 1926 0 726 3197 1668 2439 826 320 119 

嬉野医療C退院患者数 460 0 215 1168 754 699 106 63 92 

シェア 23.9% - 29.6% 36.5% 36.5% 28.7% 12.8% 19.7% 77.3% 

 MDC 10 MDC 11  MDC 12 MDC 13 MDC 14  MDC 15 MDC 16 MDC 17  MDC 18 

近距離病院総患者数 647 843 190 246 96 486 1142 74 170 

嬉野医療C退院患者数 132 375 146 70 96 195 200 0 62 

シェア 20.4% 44.5% 76.8% 28.5% 100.0% 40.1% 17.5% 0.0% 36.5% 

 

注：近距離病院は嬉野医療センターから10km圏内の以下の10病院で計算 

（従って、南部医療圏外の病院も含まれている ex川棚医療センター、伊万里有田共立病院等） 

エ 救急患者受入状況 

 ・救急車によるもの 

年度 搬送患者数 （内訳）トリアージ別 搬送患者数 割合 

H27 年度 2,206  

Ⅰ：2 次（入院なし） 760 34.5%

Ⅱ：3 次（重症以外） 1,051 47.6%

Ⅲ：4 次（重症） 373 16.9%

Ⅳ：5 次（死亡） 22 1.0%

H28 年度 2,300  

Ⅰ：2 次（入院なし） 789 34.3%

Ⅱ：3 次（重症以外） 1,011 44.0%

Ⅲ：4 次（重症） 472 20.5%

Ⅳ：5 次（死亡） 28 1.2%

1,068  Ⅰ：2 次（入院なし） 337 31.6%
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H29 年度   （9 月

実績まで） 

Ⅱ：3 次（重症以外） 475 44.5%

Ⅲ：4 次（重症） 239 22.4%

Ⅳ：5 次（死亡） 17 1.6%

 ・救急車以外によるもの 

年度 搬送患者数 （内訳）トリアージ別 搬送患者数 割合 

H27 年度 10,974  

Ⅰ：処置・予定受診 214 2.0%

Ⅰ：2 次（入院なし） 7,613 69.4%

Ⅱ：3 次（重症以外） 2,876 26.2%

Ⅲ：4 次（重症） 271 2.5%

Ⅳ：5 次（死亡） 0 0.0%

H28 年度 10,383  

Ⅰ：処置・予定受診 262 2.5%

Ⅰ：2 次（入院なし） 7,808 75.2%

Ⅱ：3 次（重症以外） 2,176 21.0%

Ⅲ：4 次（重症） 136 1.3%

Ⅳ：5 次（死亡） 1 0.0%

H29 年度   （9 月

実績まで） 
4,944  

Ⅰ：処置・予定受診 174 3.5%

Ⅰ：2 次（入院なし） 3,635 73.5%

Ⅱ：3 次（重症以外） 1,062 21.5%

Ⅲ：4 次（重症） 73 1.5%

Ⅳ：5 次（死亡） 0 0.0%

 

 

 

 

③ 自施設の課題と今後の展望 

当院は佐賀県南部医療圏の中核病院としての役割を求められています。地域医療支援

病院、がん診療連携病院、地域救命救急センター、地域災害拠点病院といった指定は

地域を支える病院として期待される当院の責務です。2025年に向けた地域医療構想の

中で当院が為すべき医療とは何か？役割とは何か？が今問われています。地域の病院

がその医療機能区分毎にそれぞれの役割を担い、互いに連携して地域で完結する医療

を創り上げていくことを目指すべきであると思います。 

ただ、その実態は全国一律ではなく、地域毎に少しずつ異なっていると思われます。

例えば、都市部は人口密度が高く、一定の広さの区域に建造されている病院の数ある

いは保有する病床数も多くなります。従って、高度急性期→急性期→回復期→慢性期

といった患者さん移動距離が少なく転院等々がより簡便であることが考えられます。
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しかし、地方ではそれぞれの病院は分散した形で存在し、必ずしも患者さんのニーズ

に即していない状況も発生しています。 

当院は、国立病院の時代から引き続き、国立病院機構の病院として佐賀県南部医療圏

の中核病院としての役割を担ってきました。そして、現在も高度急性期に対応できる

病院としての役割を担っています。しかし、現実には高度急性期を目指しながらも厚

労省の病床機能報告における機能分類上回復期の目安とされる出来高175～500点の患

者さんも多数抱えています。また、平成31年春には新病院の竣工、移転を予定してい

ます。その際には、血液内科、形成外科、歯科口腔外科の新設診療科ならびに外科の

細分化（呼吸器外科、消化器外科）など、新しい診療科の増設を予定しています。そ

の分、高度急性期～急性期の必要病床数も増えることが予想され、より緻密な地域医

療機関との連携が必要になります。 

私共が目指すものは地域の患者さんの為のよりよい医療体制を地域で構築していくこ

とです。少なくとも当初は、示された2025年度の必要病床数はあくまで目安であると

いう風に伝えられていたと思います。従ってこの必要病床数を目安にして、あるいは

一つの目標にして、佐賀県南部医療圏の医療のあり方を地域で話し合って決定してい

く必要があります。 

当院が目指す病院とは、地域を支援する病院としてまたリードする病院として、地域

の人々からもまた地域の連携医療機関からも最も信頼される病院となることだと思っ

ています。佐賀県南部の医療圏における高度急性期医療～急性期医療をめざし、地域

の病院、診療所等の医療機関と密接な連携をとって、患者さんに安心を与える医療連

携を構築していく必要があると考えています。現状よりもっと細やかな連携には、互

いの医療機関がどのような医療機関であるかも十分に知り得た上で、更なるニーズに

対応できるよう、あるいは互いに刺激し合えるような地域内の連携を図る必要がある

のではないか？と思っています。その為には日々の努力が重要で絶えず地域の人々の

健康を守る為、技術の習得と最新知識、情報の入手、患者さん、地域の先生方や医療

スタッフ、行政の皆さん達との密なコミュニケーションをとれる様にしていかないと

いけないと思います。 

当院は、佐賀県の南西部に位置し、長崎県との県境にあります。従いまして、歴史的

にも長崎大学からの医師の派遣が為されてきましたが、最近は、佐賀大学からの医師

がより多くなってきています。また、脳神経外科は九州大学から派遣して頂いていま

す。最近は長崎大学、佐賀大学共に診療科医局員の確保が困難ということで、なかな

か十分な医師派遣が行われていない現状があります。 

また、当院は基幹型臨床研修病院としてマッチングによる研修医の受入を行って、地

域に残る医師の育成を行っています。今後も佐賀県の将来の医療を支えるためにもよ

り良い研修医の育成に努める必要があります。また逆に医学部の学生さんから選ばれ

る病院となる為には、当院自体が魅力ある病院でなければなりません。附属看護専門
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学校も同様です。当院附属の看護学校は3年課程の看護専門学校ですが、院内の専門診

療科の講義は院内の医師が無償で行っていて、病院実習も病棟看護師や看護師長が手

厚く指導を行っています。このような看護師育成への努力もより多くの人に知って頂

きたく、そして、今後の更なる継続的な課題であると認識しています。 

当院の病床機能は高度急性期と急性期であり、今後も高度急性期、急性期を目指して

地域をリードする病院でありたいと考えています。 

 

     医療資源投入量分析 

入

院

日

数 

患者

数 

患者割合 入

院

日

数 

患者

数 

患者割合 

175

点 

未満 

175点～

500点 

未満 

500点以

上～3000

点未満 

3000点 

以上 

175

点 

未満 

175点～

500点 

未満 

500点以上

～3000点

未満 

3000

点 

以上 

1 7904 0.8% 1.1% 13.0% 85.1% 17 2249 3.1% 46.1% 45.2% 5.6% 

2 7796 2.7% 1.2% 57.3% 38.8% 18 2080 2.8% 45.3% 46.3% 5.6% 

3 7357 4.5% 1.6% 75.1% 18.7% 19 1941 3.0% 48.4% 42.8% 5.7% 

4 6431 4.8% 1.8% 77.8% 15.6% 20 1826 3.6% 49.7% 42.4% 4.3% 

5 5950 5.0% 2.3% 79.2% 13.5% 21 1712 3.6% 47.0% 44.5% 5.0% 

6 5462 5.9% 2.3% 80.6% 11.3% 22 1616 0.5% 34.8% 57.7% 7.1% 

7 5053 6.0% 2.5% 80.4% 11.2% 23 1503 3.0% 45.4% 45.3% 6.3% 

8 4759 2.4% 3.3% 82.4% 11.9% 24 1406 4.1% 48.1% 44.0% 3.8% 

9 4384 3.9% 3.1% 83.4% 9.6% 25 1334 3.8% 42.7% 46.5% 7.0% 

10 4042 5.2% 2.6% 84.0% %8.1 26 1252 3.6% 45.5% 45.1% 5.8% 

11 3728 5.1% 2.4% 84.2% 8.3% 27 1178 4.0% 48.2% 43.0% 4.8% 

12 3445 5.8% 3.4% 83.2% 7.6% 28 1111 4.0% 47.3% 43.6% 5.2% 

13 3165 6.6% 3.2% 83.6% 6.7% 29 1065 0.8% 36.6% 54.8% 7.7% 

14 2924 6.6% 3.2% 82.9% 7.3% 30 1010 2.8% 45.9% 45.5% 5.7% 

15 2689 0.1% 31.5% 60.3% 8.1% 31-

50 

12528 0.2% 46.4% 47.9% 5.6% 

16 2455 2.4% 40.9% 49.7% 7.0% 51- 8743 0.1% 44.4% 50.3% 5.1% 

 

 

【２． 今後の方針】 

① 地域に於いて今後担うべき役割 

平成31年春に九州新幹線長崎ルート嬉野温泉駅前に新病院を竣工予定である。これまで

できていなかった血液内科の常勤化、歯科口腔外科の新設、形成外科の常勤化を視野に

置き、重症の熱傷治療に対応可能な病院へと考えています。新病院は災害拠点病院とし
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て免震構造を有し、365日24時間対応の救急医療、救命救急センター、血管造影室は2室

確保し緊急心臓カテーテル検査も並列で行いうる施設として、また3テスラMRI、64列以

上のマルチスライスＣＴを2台準備する予定としています。 

最新の医療機器、効率的な動線、安心の病室を提供し、第一線の信頼される地域支援病

院を目指したいと考えています。 

また、産科医療、周産期医療は小児救急医療と同様に地域への貢献度は高いと考えてい

ます。地域の産業を栄えさせるためには人が集まらないといけません。そして、その為

には安心して出産できる病院、安心して子育てができる病院として地域に貢献していこ

うと考えています。 

一方、佐賀県南部地域においても、少子高齢化は予想以上に進んでおり、既に超高齢化

社会に突入し、いわゆる団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年には今以上の多死社

会を迎えることは確実です。死因の約３分の１を占める「がん」対策はその治療法の進

歩によってがん全体の１０年生存率は５５％となっています（平成３０年２月２８日国

立がん研究センター発表）。しかし、精神的、身体的、社会的な支援を受けながら、多

くのがん患者さんが闘病しながら生活をされており、そしてその先に、人生の最終段階

を見据えて行く必要のある患者も多数おられる事が予想されます。 

当院においても、入退院を繰り返しながら終末期を迎えつつあるがん患者さんが多数存

在します。これらの患者さんの中には、緩和ケア病棟（ホスピス）を求めて他医療圏の

病院に入院される方も多数おられます。佐賀県の緩和ケア病棟は佐賀中部地区に２施設

、北部に１施設、西部に１施設ありますが、当南部医療圏にはありません。 

多死社会を迎えて、最期を迎えるにあたっての人々の考え方は多岐にわたっており、当

然、一緒に支えるご家族の考え方も多様です。従って、緩和ケア病棟は当地域において

も是非必要と考えられ、その役割を当院が担う必要性があるのであろうと考えています

。また、最期を迎えるにあたっては、かなりの国民が自宅での看取りを希望されており

、今後、診療所の先生方や訪問看護ステーションの在宅看取り等の支援においても当院

の役割が求められるのではないか、と考えます。 

② 今後持つべき病床機能 

当院の役割はこれまで述べてきたように地域包括ケアシステムの病床機能では高度急

性期あるいは急性期に相当します。当院の役割は基本的に今までと同様、あるいはより

高度急性期、急性期に特化した役割であると考えています。しかしながら、上記しまし

たように当地区での緩和ケア病棟の必要性を考慮しますと、急性期病床を一部削減して

、緩和ケア病床に充てたいと思います。今後、多死社会を迎えるにあたって、人生の最

終段階における医療の選択は非常に多様であろうと考えます。 

今後の病床機能としては高度急性期病床を１６床拡充し７０床として、急性期病床を３

７０床から３０８床に減らし、新たに慢性期病床として２１床の緩和ケア病棟を整備し

たいと考えます。 
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なお、緩和ケア病棟は個室化が望ましいことから、合計病床数は４２４床から３９９床

に減少します。 

また、円滑な地域の医療機関、医療・介護・福祉関係者との連携を図っていく必要があ

ると思います。私共の立ち位置をはっきりと示しながらも、地域をリードできる役割を

果たすために院内・院外の連携機能の充実を図っていくつもりです。 

③ その他見直すべき点 

佐賀県の周産期医療は総合周産期母子医療センターとしてＮＨＯ佐賀病院がその要と

なっています。しかし、佐賀県南西部から長崎県北部の周産期医療は地理的に決して十

分とは云えない。高齢化出産に伴い、低体重出生児（2500ｇ未満の赤ちゃん）の比率が

増えてきています。極低体重出生児（1500ｇ未満の赤ちゃん）あるいは超低体重出生児

（1000ｇ未満の赤ちゃん）は総合周産期母子医療センターにお願いすべきであると思い

ますが、産科の診療所にとって少しでも危険性の高いお産に際しては、より近隣で引き

受けてくれる施設が必要で有り、当院の役割は非常に重要であると考えています。新病

院にはＮＩＣＵ，ＧＣＵを施設として用意しており、医療スタッフを揃えてできる限り

稼働できる体制になれるよう努力したいと考えています。 

 

【３． 具体的な計画】 

 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画について記載 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（平成28年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期 ５４  ７０ 

急性期 ３７０  ３０８ 

回復期 ０ → ０ 

慢性期 ０  ２１ 

（合計） ４２４  ３９９ 

2025年度病床機能報告においては、当院の地域での役割等を考慮して、上記としています。高度

急性期と急性期の分類については、期待される病床分類の比率とは異なっていますが、高度急性

期病床機能に関する性格上、病床数としては救命救急センター、集中治療室病床数（新病院にお

ける）を掲げています。当院の医療の性格上は、上記の機能を維持していくことに尽くしていき

、地域の医療機関との連携を構築して、地域の人々に益々貢献できるようにしていきたいと思い

ます。今後は平均入院日数がますます短くなっていくことが予想されます。従って、回復期医療

を担う地域の病院あるいはより患者さんに身近な診療所とも益々の連携を図る必要性があると

思っています。 
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 ＜年次スケジュール＞ 

 取組内容 到達目標 （参考） 

関連施策等 

2017年度 

 

 

自施設の役割について、

現状ならびに31年に竣工

する新病院での構想も含

め、地域医療構想調整会

議に発表し、協議する。 

協議の目標は地域の患者

さんの為の地域医療機関

の連携にある。 

新病院は着々と建設が進んでお

り、診療科の新設において、各

大学病院医局と協議していく。 

 

 

 

 

2018年度 

 

 

平成30年度、介護医療の

診療報酬同時改定に伴い

、具体的かつ詳細に地域

医療機関との協議の場を

設け、それぞれの戦略を

話し合いながら進め、県

あるいは県内他の医療圏

への報告を行っていく。 

急性期病床を４６床削減

して、緩和ケア病棟（２

１病床）に宛てる準備を

する。 

平成30年度の診療報酬改定が定

まっていない中では、病床機能

の決定については流動的に考え

たい。一貫して云えることは当

院の役割は既に述べたとおりで

あるということである。 

 

 

 

 

2019～2020

年度 

 

新病院が竣工し、新病院

への移転、新病院での診

療が稼働する。 

６月より新病院に移転稼

働予定、病床数３９９床 

（高度急性期７０床、急

性期３０８床、慢性期（

緩和ケア）２１床）で稼

働する。 

 

 

 新病院のスムーズな稼働と地

域医療機関との連携、協力。 

 

第７期 

介護保険 

事業計画 

２
年
間
程
度
で 

集
中
的
な
検
討
を
促
進 
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2021～2023

年度 

 

直接的には関与しないが

、在宅医療や看取り医療

の支援、地域の医療のあ

り方は地域住民と一緒に

考えていかなければなら

ない問題である。 

 

 

 

 

 

 

 

安心で安全な医療、信頼できる

医療を地域全体で創成していく 

 

 

 

第８期 

介護保険 

事業計画 


